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３ 要旨 

浜通り地域のナシ産地の早期復旧と経営安定のため、早期多収で⾼品質果実⽣産が可能な栽培
技術の確⽴が望まれている。定植２年⽬に収穫可能な早期成園化技術であるジョイントＶ字樹形
の実証ほ場を設置し、有望な晩⽣品種として期待されている「⽢太」及び「王秋」の１年⽣苗と
２年⽣苗の定植２年⽬における収量を明らかにした。                            

（１） ジョイントＶ字樹形とは、従来の平棚ジョイント樹形に対して、主枝の⾼さを 80cm 程度
とし、そこから側枝を斜⽴させて樹形を形成する。平棚ジョイント樹形に⽐べて必要な苗の
⻑さが短いため、植栽本数は多くなるが⼤苗育苗を経ず導⼊が可能である。 

（２） 所内は 2018 年 12 ⽉、現地は 2019 年 3 ⽉に苗を定植し、定植２年⽬の 2020 年に果実を
初収穫した。ジョイントＶ字樹形栽培の収量(10a 当たり換算)は、「⽢太」で約 900〜1,450kg、
「王秋」で約 630〜1,730kg となった（表１）。晩⽣種の成園時の⽬標収量 4,000 ㎏/10a に
対して、定植２年⽬で約 16〜43％の収量を得ることができた。また、花芽着⽣率について
も、特に「王秋」において次年度の結果確保に⼗分な数を確保できた（表２）。 
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表１ 所内及び南相馬市現地ほ場におけるジョイント 

Ｖ字樹形栽培「甘太」「王秋」の収量（2020 年） 

表２ 所内及び南相馬市現地ほ場のジョイントＶ字樹形栽培 

「甘太」「王秋」の花芽着生率（2020 年 12 月調査） 

現地 27.6 24.8

所内 42.4 42.8

現地 35.1 36.5

所内 58.0 45.3

現地 27.6 50.5

所内 62.2 60.0

現地 39.9 61.0

所内 69.1 66.1

１年生

２年生

１年生

２年生

王秋

甘太

品種 ほ場
定植時の

苗の樹齢

１年枝花芽

着生率（％）

２年枝花芽

着生率（％）

現地  903 563.7 356

所内 1,078 697.1 408

現地 1,169 581.6 207

所内 1,429 567.3 250

現地  629 601.9 237

所内 1733 662.2 314

現地  866 653.6 158

所内 1,445 744.5 214
注）10a換算収量＝1樹当たり収量×10a当たり植栽本数
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